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加賀市 大菅波コショウズワリ遺跡 現地説明会資料
おおすがなみ

〔調 査 地〕  加賀市大菅波町地内

〔調査原因〕　 北陸新幹線建設工事

〔委 託 者〕   独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構

〔受 託 者〕   石川県教育委員会

〔調査担当〕   公益財団法人石川県埋蔵文化財センター

〔調査期間〕   第１次　平成２８年９月～１２月

　　　　　　第２次　平成２９年４月～７月（予定）

〔調査面積〕　第１次　１，８００㎡

　　　　　　第２次　３，３４０㎡（予定）

〔調査概要〕   遺跡は加賀市北部の江沼盆地北東側に位置します。

　　　　　　昨年度からの２ヶ年に及ぶ発掘調査により、北側の丘陵から八日市川へと

               向かって流れていた河道の両岸において、古墳時代後期から室町時代中頃　

　　　　　（約 1,500 ～６00 年前）にかけての建物群が確認できました。

              　 また、江戸時代前半（約 400 ～ 250 年前）の井戸群なども検出しており、

　　　　　川とともに生活を営んできたムラの景観や変遷が明らかとなりました。
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写真⑥　掘立柱建物調査風景写真⑥　掘立柱建物調査風景

写真③　底面に編物が敷かれた土坑
　　　　　　　　　（江戸時代前半）
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写真⑤　周りに溝をもつ建物（古墳時代後期）写真⑤　周りに溝をもつ建物（古墳時代後期）
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写真④　道路面にできた凹凸写真④　道路面にできた凹凸
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大阪府立弥生文化博物館『平成 21 年度春季特別展
　弥生建築－卑弥呼のすまい－』より抜粋・改編
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